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生成AIとは

2022年11月 OpenAIがChatGPTを発表

ビジネスシーンでも多くの注目を集めている

学習データをもとに、文章・画像・動画・音声など、新たなデータを生成するAI技術（人工知能）のこと

学習データ

オリジナルデータ
（文章・動画像・音声など）
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Neuron ESの場合 Chat EIの場合
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大規模言語モデル（LLM:Large Language Models）は、生成AIの一種であり、特に自然言語処理（NLP）に特化し
た技術。「Transformer」というニューラルネットワークの技術を使っていないLLMはないと言われている。

■ 2017年 Googleの研究者らがTransformerを提案
Transformerは、それ以前に主流だったRNNやCNNモデルよりも高速かつ高精度であり、自然言語処理やその
他AI分野に革命的な進歩をもたらしたと言われている。その発展型としてBERTやGPTなど多くのモデルが登場
し、現在もAI技術の基盤として広く活用されている。

生成AIの技術動向 - 大規模言語モデル（LLM）

参照元：経済産業省 デジタル時代の人材政策に関する検討会 第8回 デジタル時代の人材政策に関する検討会 資料5 生成AIの影響と人材育成（東京大学大学院工学系研究科 松尾 豊教授）

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_jinzai/pdf/008_05_00.pdf
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AIの用語の包含関係
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文章・コード生成の領域では、大規模言語モデル（LLM）の開発が世界中で今も盛んに行われており、

各社・各団体しのぎを削っている

大規模言語モデルの開発の変遷

引用：https://arxiv.org/pdf/2303.18223

他、
GPT-4o、Claude3、Gemini1.5、Azure Open AI、
Amazon Bedrock　など現在も進化中
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引用：https://arxiv.org/pdf/2303.18223

https://arxiv.org/pdf/2303.18223
https://arxiv.org/pdf/2303.18223
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リンク リンク リンク

リンク

リンク リンク リンク

https://jp.ricoh.com/release/2024/0930_1
https://jp.ricoh.com/release/2025/0715_2
https://promo.digital.ricoh.com/ai/
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/primergy/campaign/gpu-ai/
https://www.sakura.ad.jp/corporate/information/newsreleases/2025/02/27/1968218610/
https://gpu.sakura.ad.jp/?_gl=1*182eqv1*_gcl_aw*R0NMLjE3NTIyOTA1OTIuQ2p3S0NBanc3TUxEQmhBdUVpd0FJZVhHSWF0LVpLMnBoTnowM0ZFSGk3RUZBdFF4RHZFUkhhckFXU1BkUm1veEg4YVdNS1BDYzBLbUp4b0NDM01RQXZEX0J3RQ..*_gcl_au*MTE0MDQ4OTIxNC4xNzUxMzYzMzMw
https://www.sakura.ad.jp/koukaryoku/gpu-cloud-service/?gad_source=1&gad_campaignid=22271699752&gbraid=0AAAAADrEfxTxbnVrlEs92m01L6qcdEynW&gclid=CjwKCAjw7MLDBhAuEiwAIeXGIat-ZK2phNz03FEHi7EFAtQxDvERHarAWSPdRmoxH8aWMKPCc0KmJxoCC3MQAvD_BwE
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AI生成物の
二次利用リスク

生成AIが回答した内容を盲目的に再利用
することで生じうる法的・倫理上のリスク

企業が生成AIを利用する際に対策すべきリスク

生成AI（LLM）は社内情報を学習していないので
AIが社内ドキュメントや各業務システム内の情報を参照し、回答する仕組みを構築する必要がある

セキュリティ コンプライアンス ハルシネーション

入力内容の
情報漏洩リスク

AIが誤った情報を
出力するリスク

入力した内容が生成AIのサービス提供企業
のモデルの学習に利用され、情報漏洩に繋
がるリスク

LLMは確率的に次の言葉を予測して文章
を生成するため本質的に知識を持たず、事
実とは異なる情報を生成するリスク

【例】個人情報、取引先情報、社外秘の機密
情報
【対策】セキュリティを担保する自社専用環
境を構築し、業務利用をその環境のみに限
定する

【例】不正確・誤認された内容の流用、著作
権の侵害、バイアスや偏見、差別的・反体制
的な内容の流用 
【対策】ガイドライン策定、説明会、通報・社
内報、システム上での注記喚起など、啓蒙を
繰り返し実施

【例】生成AIの“でたらめ回答”でエア・カナ
ダが敗訴
【対策】目的に合わせた高品質なモデル選
択、RAG（検索拡張生成）活用、開発・運用
時のテスト、リスク検知機能やモニタリング
環境（ガードレール）構築
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https://enterprisezine.jp/article/detail/21105
https://enterprisezine.jp/article/detail/21105
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Azure OpenAI サービスのデータ、プライバシー、セキュリティ

Azure OpenAI サービスの制限付きアクセス

Amazon Bedrockのよくある質問 - セキュリティ

生成AIとデータガバナンス

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-foundry/responsible-ai/openai/data-privacy?context=%2Fazure%2Fai-services%2Fopenai%2Fcontext%2Fcontext&tabs=azure-portal
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-foundry/responsible-ai/openai/limited-access?context=%2Fazure%2Fai-services%2Fopenai%2Fcontext%2Fcontext
https://aws.amazon.com/jp/bedrock/faqs/
https://cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/data-governance?hl=ja
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参照元：https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/expressroute/expressroute-introduction

参照元：https://aws.amazon.com/jp/directconnect/getting-started/?nc=sn&loc=4&dn=1

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/expressroute/expressroute-introduction
https://aws.amazon.com/jp/directconnect/getting-started/?nc=sn&loc=4&dn=1
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https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoug
htleadership/generative-ai-survey2025.html

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
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https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge
/thoughtleadership/generative-ai-surv
ey2025.html

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
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■ 帝国データバンクの調査によると、企業

における生成AIの活用用途のうち「情

報収集」（59.9％）が約6割で最も高く、

以下、「文章の要約・校正」（53.9％）、

「企画立案時のアイデア出し」（53.8％）

が上位に並んだ。

■ ビジネスパーソンが日常的に行う業務で

あり、プロンプトが比較的容易なため、

取り組みやすいことが要因であると考

えられる。

企業における生成AIの活用状況 - 活用用途

出典: 株式会社帝国データバンク「生成AIの活用状況調査」(2024年8月1日)

https://www.tdb.co.jp/resource/files/assets/d4b8e8ee91d1489c9a2abd23a

4bb5219/ed8435fc5bfc428c807c0568f5ecf53a/p240802.pdf

生成AI活用の用途

https://www.tdb.co.jp/resource/files/assets/d4b8e8ee91d1489c9a2abd23a4bb5219/ed8435fc5bfc428c807c0568f5ecf53a/p240802.pdf
https://www.tdb.co.jp/resource/files/assets/d4b8e8ee91d1489c9a2abd23a4bb5219/ed8435fc5bfc428c807c0568f5ecf53a/p240802.pdf
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「社内稟議規程の一部でRAGを活用。社内稟議についてわからない人が質問したらうま

く答えられるようにした。しかし、実際に試してみると、正答率は上がりきらなかった。そ

こで回答精度を上げる取り組みを行ったところ、正答率は50％にまで改善。」

ケーススタディ：日産自動車

参照元：「日産自動車」
版ChatGPTの知ら
れざる中身、担当者が
語る「RAG活用も始
めた」最新動向

https://www.sbbit.jp/article/sp/150453?ref=24122808btsw
https://www.sbbit.jp/article/sp/150453?ref=24122808btsw
https://www.sbbit.jp/article/sp/150453?ref=24122808btsw
https://www.sbbit.jp/article/sp/150453?ref=24122808btsw
https://www.sbbit.jp/article/sp/150453?ref=24122808btsw
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2023年10月に第1ステップとして300人という規模
で Microsoft 365 Copilotの先行利用を実施。

この先行利用により、汎用業務においてひとりあたり
月12時間という一定の時間削減を確認できたことか
ら、2024年4月に第2ステップとして検証対象を拡
大。

第2ステップで利用対象を 6,000人に増加。成果を確
認し 3カ月後の 2024年 7月に第3ステップとして本
社30,000人への本格導入が決断されました。

ケーススタディ：デンソー

参照元：デンソー、Microsoft 365 Copilot 導入で社員の余力創出と品質向上を実現

https://www.microsoft.com/ja-jp/customers/story/19426-denso-corporation-microsoft-365-copilot
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「R&D部門では、まずデータにおいて、実験データ、報告書・論文などの業務データ、実験機器からのデータなど

が散在してしまっているという課題があった。また、専門人材からの知識伝承として、人の頭にしか存在しない

情報を抽出してデジタルデータにする必要性があり、さらには、異動でナレッジが薄まってしまう点も課題だっ

たという。こうした課題を解決するための取り組みの1つが、社内の研究開発文書を生成AIで検索できるように

する「知識伝承AI」で、情報を検索して活用する時間が1/5以下になった」

ケーススタディ：ライオン

参照元：データを使って「習慣
を科学する」中で、生成AIに
よって業務改善を図るライオ
ンの取り組み

https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/special/1637034.html#043_l.jpg
https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/special/1637034.html#043_l.jpg
https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/special/1637034.html#043_l.jpg
https://cloud.watch.impress.co.jp/docs/special/1637034.html#043_l.jpg


© Brains Technology, Inc. All rights reserved. 30



© Brains Technology, Inc. All rights reserved. 31



ブレインズテクノロジー株式会社

【お問い合わせ先】

いつでもご連絡ください！

NeuronES事業開発室

柳澤　政夫

〒108-0074 東京都港区高輪3-23-17 品川センタービルディング4F

yanagisawa.masao@brains-tech.co.jp

電話: 080-7964-5553


